
演
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
胄
腸
運
動
に
関
し
て
「
ぜ
ん
ど
う
」
の
語
を
用
い
た
最
初
の
關
方
医
は
津
山
藩
医
宇
田
川
玄
随
と
考
え
ら
れ
る
。
玄

随
は
ゴ
ル
テ
ル
］
・
号
。
。
営
胃
の
簡
明
内
科
書
《
《
Ｑ
の
園
昌
く
①
ａ
の
ｏ
ｇ
の
。
鼻
。
ロ
黒
具
尿
○
昌
○
且
ｑ
葛
湯
号
同
旨
葛
①
且
狩
⑦
国
の
雷
ｇ
》
〉
（
一
七

四
四
年
刊
）
を
翻
訳
し
、
『
西
説
内
科
撰
要
』
一
八
巻
を
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
に
わ
た
っ
て
出
版
し
た
。

こ
の
訳
書
の
巻
一
七
「
悪
心
乾
嘔
」
第
二
七
の
項
に
、
「
夫
レ
平
人
其
胄
一
一
於
テ
終
古
二
断
歓
ス
ル
ノ
間
ナ
ク
帽
娼
ト
シ
テ
蟆
動
ス
ル
ノ
運

翻
訳
し
て
い
な
い
。

胃
腸
の
収
縮
運
動
に
よ
っ
て
内
容
物
を
下
方
へ
運
搬
す
る
現
象
を
、
日
本
の
江
戸
時
代
の
医
師
、
と
く
に
蘭
方
医
達
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ク
ル
ム
ス
著
の
解
剖
学
書
《
《
○
且
の
乱
冒
且
樹
①
弓
：
の
庁
目
望
》
い
わ
ゆ
る
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
を
訳
し
、
解

体
新
書
と
名
付
け
て
刊
行
（
一
七
七
四
年
）
し
た
杉
田
玄
白
は
「
腸
の
蠕
動
運
動
富
○
日
、
胃
房
国
言
目
唖
（
ミ
○
局
目
‐
乏
旨
①
冒
乏
①
唱
侭
虫
様
の

運
動
）
に
よ
っ
て
糞
便
陣
曾
①
日
の
回
国
（
昌
冒
①
名
艮
ｇ
）
の
排
出
を
促
進
す
る
」
と
訳
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
「
虫
腸
ノ
動
ヲ
佐
ケ
、
糟
粕
ヲ
化

シ
、
大
便
ヲ
作
り
、
出
ス
コ
ト
ヲ
主
ル
」
と
誤
訳
し
て
い
る
（
酒
井
恒
教
授
指
摘
）
。
「
蠕
動
運
動
」
す
な
わ
ち
「
虫
様
ノ
運
動
」
と
訳
す
べ
き

と
こ
ろ
を
「
虫
腸
（
虫
垂
葛
。
旬
日
ｌ
乏
看
。
シ
閣
昌
冒
侭
Ｎ
里
）
ノ
動
キ
」
と
誤
訳
し
た
の
で
あ
る
。
ク
ル
ム
ス
の
原
著
（
一
七
三
四
年
刊
）
で
は
、

こ
の
記
載
の
あ
る
頁
の
前
頁
（
一
九
二
頁
）
の
脚
注
の
文
章
の
中
に
葛
。
『
目
ｌ
乏
胃
①
胃
署
①
唱
侭
の
語
が
あ
る
が
、
玄
白
は
こ
れ
ら
の
脚
注
は

会
長
講
演

消
化
管
運
動
の
研
究
の
歴
史

中
山
沃
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昌
。
冒
卯
は
ラ
テ
ン
語
で
「
運
動
」
で
あ
り
、
己
凰
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
『
・
巨
且
の
意
味
で
、
唖
旦
爵
は
８
昌
国
昌
○
目
（
収
縮
）
を
意
味
し
、

冨
○
言
い
冒
易
曾
言
呂
唖
は
「
輪
状
収
縮
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

玄
随
の
養
嗣
玄
真
は
、
彼
の
著
書
『
西
説
医
範
提
綱
釈
義
』
（
文
化
二
年
、
一
八
○
五
刊
）
巻
二
の
「
腸
」
の
項
で
、
「
大
腸
二
於
テ
ハ
糟
粕

ヲ
伝
送
導
泄
ス
。
此
ヲ
蠕
動
ト
謂
フ
」
と
記
し
、
「
蠕
動
機
」
を
注
釈
し
て
「
蠕
動
機
ト
ハ
虫
ノ
這
う
如
ク
微
動
シ
テ
ー
縮
一
張
ス
ル
ヲ
形
容

ス
ル
ナ
リ
、
胄
管
（
注
、
食
道
）
及
ビ
冑
ニ
モ
ア
リ
」
と
記
し
、
「
煙
」
を
「
蠕
」
に
置
き
換
え
、
「
機
」
を
つ
け
て
い
る
。
そ
の
他
二
カ
所
で

「
蠕
動
機
」
の
語
を
用
い
、
胆
液
（
注
、
胆
汁
）
が
蠕
動
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
其
標
桿
苦
辛
ノ
酷
属
ナ
ル
気

味
ニ
テ
腸
ノ
裏
面
ヲ
刺
衝
ス
レ
。
〈
腸
ノ
神
経
此
二
堪
ズ
シ
テ
徐
徐
二
牽
動
ヲ
起
シ
、
腸
ノ
蠕
動
機
ヲ
作
サ
シ
ム
」
と
記
し
て
い
る
。
玄
真
の
そ

の
他
の
翻
訳
書
を
見
る
と
、
彼
は
か
な
り
正
し
く
消
化
管
運
動
を
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
「
蠕
動
機
」
と
い
う
用
語
は
、
玄
真
の
門
人
は
じ
め
そ
の
他
の
藺
方
医
ら
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
明
治
期
、
大
正
期
を
通
じ
て
用

い
ら
れ
て
き
た
が
、
今
日
で
は
「
機
」
が
除
か
れ
、
「
蠕
動
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

玄
真
の
門
人
坪
井
信
道
の
未
刊
の
大
著
『
万
病
治
準
』
（
文
政
六
’
八
年
、
一
八
一
三
’
二
五
執
筆
）
で
は
「
胄
中
ノ
物
漸
ク
腸
二
下
り
蠕

動
機
二
随
テ
次
第
一
一
下
方
二
向
上
直
腸
二
至
り
肛
門
二
由
テ
漏
泄
ス
ル
事
常
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。

信
道
の
門
人
緒
方
洪
庵
が
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
訳
し
た
ロ
ー
ゼ
の
『
人
身
窮
理
小
解
』
《
国
画
且
す
。
①
声
号
獄
ｚ
脚
日
日
冒
且
①
ぐ
閣
昌

時
昌
昌
目
い
目
〉
届
ｇ
》
》
の
第
一
七
二
章
に
「
胃
中
二
於
ケ
ル
食
物
消
化
ハ
津
唾
ト
性
ヲ
同
ス
ル
所
ノ
胃
液
ト
其
蠕
動
機
二
由
ル
…
…
」
と
記

し
、
ま
た
一
九
二
章
に
「
蠕
動
機
〈
蕊
汁
ノ
刺
戟
ニ
由
り
殊
二
胆
液
ト
混
セ
ル
其
残
津
ノ
刺
戟
二
由
テ
膜
質
内
ノ
筋
繊
維
ヲ
発
起
ス
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
・
…
：
」
と
記
し
て
い
る
。
ロ
ー
ゼ
の
原
文
で
は
乏
・
時
日
“
乏
管
①
胃
乏
＆
旨
、
（
冨
。
日
唖
㈲
の
易
旦
胃
巨
切
）
と
記
し
、
そ
の
他
数
カ
所
に
こ
の

動
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
媚
娼
」
（
エ
ン
エ
ン
）
と
は
「
う
ご
め
く
」
と
い
う
意
味
で
、
「
煙
‐
一
（
ゼ
ン
）
は
「
蠕
」
（
ゼ
ン
）
の
同
義
異

字
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
こ
の
項
の
二
カ
所
で
「
蟆
動
」
の
語
を
使
っ
て
い
る
。
漢
学
の
素
養
の
深
か
っ
た
玄
随
は
「
虫
様
ノ
運
動
」
を
漢
語

の
「
蟆
動
」
に
あ
て
は
め
た
の
で
あ
る
。
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語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
・
こ
れ
以
後
、
「
蠕
動
機
」
を
用
い
て
い
る
医
書
を
左
に
列
挙
す
る
。

著
訳
者
書
名
刊
行
年

緒
方
洪
庵
『
病
学
通
論
』
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

堀
内
忠
亮
『
医
家
必
携
』
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

島
村
鼎
甫
『
生
理
発
蒙
』
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

小
林
義
直
『
解
剖
生
理
浅
説
」
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

栗
原
順
庵
『
洋
漢
病
名
一
覧
』
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

奥
山
虎
章
『
独
和
医
学
字
典
』
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）

文
部
省
『
弗
氏
生
理
書
」
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
再
版

以
下
の
二
種
の
生
理
学
書
で
は
「
蠕
動
」
と
な
っ
て
い
る
。

舟
岡
英
之
助
『
新
撰
生
理
学
』
明
治
四
十
四
年
（
一
九
二
）

越
智
眞
逸
『
最
新
生
理
学
』
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

さ
て
欧
米
の
消
化
管
運
動
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
第
一
に
ア
メ
リ
カ
の
零
ハ
ー
モ
ン
ト
ミ
旨
鱒
日
犀
昌
日
。
貝
（
弓
誤
ｌ
届
留
）
の
研

究
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
一
八
二
三
年
六
月
六
日
、
ミ
シ
ガ
ン
地
方
の
ミ
チ
リ
マ
キ
ナ
ッ
ク
で
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
セ
ン

ト
・
マ
ー
チ
ン
筐
２
睦
聾
．
冒
胃
旨
十
八
歳
が
誤
っ
て
銃
丸
に
よ
り
胸
腹
壁
を
貫
通
し
、
胃
に
孔
が
あ
い
た
。
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
陸
軍
外
科

医
ハ
ー
モ
ン
ト
が
治
療
し
、
そ
の
創
口
は
胃
瘻
と
し
て
残
っ
た
。
、
ハ
ー
モ
ン
ト
は
こ
の
患
者
に
つ
い
て
多
年
に
わ
た
り
、
胄
液
の
消
化
作
用
や

胃
運
動
な
ど
の
観
察
や
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
《
固
吾
の
『
旨
２
房
画
員
○
宮
の
『
ぐ
昌
○
昌
唖
ｏ
昌
吾
命
①
画
の
国
、
］
巳
。
①
画
且
昏
①
厚
湧
目
。
喝

旦
己
漏
の
畠
。
ロ
葛
（
胃
液
に
つ
い
て
の
実
験
と
観
察
及
び
消
化
の
生
理
）
と
題
し
て
二
八
○
頁
の
論
文
を
一
八
三
三
年
に
刊
行
し
た
。
こ
の
論
文

の
《
《
巨
昌
。
ロ
具
留
○
日
四
目
》
》
の
項
で
、
冑
の
運
動
に
つ
い
て
↑
《
く
命
『
目
２
盲
目
胃
号
愚
言
ｏ
日
目
。
鼠
》
の
語
を
用
い
、
冑
の
運
動
や
胃
内
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容
の
移
動
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
が
意
識
下
の
ヒ
ト
の
胃
を
直
接
観
察
し
た
世
界
で
最
初
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
消
化
管
運
動
に
関
す
る
発
見
、
研
究
成
果
お
よ
び
こ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
発
見
や
業
績
を
列
挙
す
る
。

一
八
五
七
年
マ
イ
ス
ネ
ル
冨
爵
目
角
、
腸
粘
膜
下
神
経
叢
の
発
見

一
八
五
九
年
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
Ｆ
且
芝
蒟
、
腸
の
振
子
運
動
を
報
告

一
八
六
二
年
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
諺
巨
９
冨
号
、
腸
筋
神
経
叢
を
発
見

一
八
六
四
年
チ
リ
ー
目
冨
曼
、
腸
瘻
の
作
成

一
八
七
一
年
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
胃
鴨
冒
秒
旨
、
腸
刺
激
に
よ
る
蠕
動
、
逆
蠕
動
の
発
生
を
報
告

一
八
七
五
年
ハ
イ
デ
ン
ハ
イ
ン
国
の
昼
の
昌
冨
旨
、
小
胄
の
作
成

一
八
八
二
年
ノ
ー
ト
ナ
ー
ゲ
ル
ｚ
ｏ
計
冒
闇
魁
、
結
晶
食
塩
刺
激
に
よ
る
口
側
収
縮
を
報
告

一
八
八
七
年
ヒ
ル
シ
国
冒
号
、
幽
門
反
射
を
報
告

一
八
八
七
年
オ
ッ
ジ
○
回
忌
、
オ
ッ
ジ
括
約
筋
を
発
見

一
八
八
九
年
ラ
ン
グ
レ
イ
と
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
Ｆ
騨
畠
］
ｇ
陣
目
鼻
目
印
。
目
、
ニ
コ
チ
ン
に
よ
る
自
律
神
経
節
遮
断
を
発
見

一
八
九
四
年
パ
ブ
ロ
・
フ
博
二
○
ぐ
、
支
配
神
経
の
あ
る
小
胄
作
成

一
八
九
五
年
レ
ン
ト
ゲ
ン
閃
。
ｇ
侭
①
目
、
Ｘ
線
の
発
見

一
八
九
八
年
キ
ャ
ノ
ン
ｏ
騨
旨
目
。
旨
、
Ｘ
線
を
冑
運
動
研
究
に
応
用

一
八
九
九
年
ベ
ー
リ
ス
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
胃
望
誘
い
陣
降
卿
昌
凋
、
腸
内
反
射
と
壁
内
神
経
叢
の
役
割
を
報
告

一
八
九
九
年
ド
ギ
ー
ル
己
侭
匡
、
壁
内
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
形
態
学
的
に
分
類

一
九
○
一
年
高
峰
讓
吉
と
上
中
啓
三
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
結
晶
を
単
離

一
九
○
四
年
エ
リ
オ
ッ
ト
国
冒
舜
、
交
感
神
経
終
末
か
ら
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
放
出
を
推
論

rワ、
、Jノ７



一
九
○
四
年
マ
グ
ヌ
ス
昌
侭
目
匡
吻
、
摘
出
腸
筋
条
片
の
研
究
（
神
経
原
性
収
縮
説
）

一
九
○
四
年
ガ
ン
と
ア
ン
ダ
ー
ヒ
ル
⑦
匡
邑
自
陣
ご
ａ
の
号
筐
、
腸
運
動
の
神
経
原
性
説
を
否
定
し
、
筋
原
説
を
提
示

一
九
一
七
年
ト
レ
ソ
デ
レ
ン
ブ
ル
グ
弓
円
の
目
①
庁
目
冒
凋
、
摘
出
腸
管
で
蠕
動
記
録
法
を
創
始

一
九
二
一
年
レ
ー
ビ
目
①
言
、
迷
走
神
経
終
末
か
ら
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
放
出
を
証
明
（
液
体
伝
導
説
）

一
九
三
一
年
福
原
武
、
腹
窓
・
映
画
法
に
よ
り
小
腸
運
動
を
分
析

一
九
四
六
年
ポ
ッ
レ
ル
団
。
Ｎ
胃
、
胃
腸
筋
の
細
胞
外
電
位
を
記
録

一
九
五
四
年
ビ
ュ
ル
ブ
リ
ン
グ
冒
序
凰
晶
、
盲
腸
紐
平
滑
筋
の
細
胞
内
電
位
を
記
録

一
九
五
八
年
福
原
武
、
山
上
松
義
、
中
山
沃
、
腸
内
反
射
に
粘
膜
内
お
よ
び
筋
内
反
射
の
二
種
類
を
区
別

一
九
六
六
年
横
山
正
松
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
神
経
叢
一
一
ユ
ー
ロ
ン
の
細
胞
外
電
位
を
記
録

一
九
七
二
年
ホ
ル
マ
ン
国
。
旨
画
目
、
腸
壁
内
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
細
胞
内
電
位
を
記
録

一
九
七
三
年
西
彰
五
郎
と
ノ
ー
ス
Ｚ
。
『
号
、
同
前

一
九
七
七
年
ポ
ラ
ク
厚
］
鼻
ほ
か
四
名
、
腸
壁
お
よ
び
胆
道
系
神
経
叢
の
神
経
繊
維
内
に
エ
ン
ヶ
フ
ァ
リ
ン
様
免
疫
反
応
物
質
を
証
明

一
九
七
九
年
ラ
ル
ソ
ン
冒
扇
の
。
旨
ほ
か
二
名
、
壁
内
神
経
細
胞
体
内
に
同
前
の
物
質
を
証
明

エ
ン
ヶ
フ
ァ
リ
ン
の
ほ
か
次
食
と
壁
内
ニ
ュ
ー
ロ
ン
内
に
各
種
の
ポ
リ
。
ヘ
プ
チ
ド
が
含
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
我

我
の
研
究
室
で
は
、
こ
れ
ら
の
ポ
リ
・
ヘ
プ
チ
ド
が
消
化
管
運
動
の
調
整
に
い
か
な
る
役
割
を
果
し
て
い
る
か
を
追
究
し
て
い
る
。

第
九
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
が
岡
山
に
お
い
て
開
か
れ
る
に
あ
た
り
、
日
本
の
蘭
学
界
を
リ
ー
ド
し
た
宇
田
川
玄
随
の
翻
訳
に
始
ま
る
消

化
管
運
動
に
つ
い
て
の
理
解
、
そ
し
て
世
界
の
消
化
運
動
の
研
究
の
歴
史
に
つ
い
て
概
説
し
た
。

（
岡
山
大
学
医
学
部
）

（8） 8


